
日本の男性の３人に２人が、女性の２人に１人が、生涯にがんを発症

します。若くても、これまで病気ひとつしたことがなくても、突然、がんが

見つかる可能性はあります。特に女性は、若い世代でがんになる方

が多いのです。乳がんがいちばん多いのは４０代後半です。では、

いったいどうすればよいのでしょうか？まずは、この手帳を読んでくださ

い。そして、がん検診を受けてください。それが、「がんで命を落とさな

いための特効薬」なのです。

6 0



く、年間約 8 3 , 0 0 0 人が、乳がんになり、年間約 1 3 , 0 0 0 人が乳

※上皮内がんを含む



①まずは鏡の前で腕を上げ下げして、ひきつりなどの異常が
ないかを目でチェックします。
②次に仰向けに寝て、指でつまむのではなく４本の指をそろえ、 
　指の腹で軽く圧すようにして、しこり（硬い部分）がない
　かどうか、まんべんなく触れます。
③最後に乳首をつまみ、分泌液がないかチェック。

乳がんは、体の外から自分で触って異常を確かめること
ができるがんです。乳がんのセルフチェックは、月に一度、
生 理がある方の場 合 、出血が終わって４～７日後
に行います。習慣的に自分のお乳の触り心地を覚えておき、
何か変わったら、迷わず専門医の診察を受けましょう。

乳がんがみつかっても、早くに見つけて治療すれば、より高
い確率で完全に治すことができます。さらに乳房を温存しな
がら、わずかの切除手術でがんを取り除くことも可能です。
乳がん早期発見の秘訣は、「乳がん検診」を定期的に受
けることです！　あなたとあなたの大切な人のために乳がん
検診で乳がんの早期発見を心がけてください。



小さなしこりや、しこりになる前の石灰化した微細な乳がんの発見
に威力を発揮する検査法で、乳がんの早期発見に欠かすことの
できないものです。ただし、乳腺が密な若い人の場合は、しこりを
見つけることが難しいことがあります。



　　　　　　　　　　　   は大きく減ります。しかし、それ

でも、がんになるリスクは残ります。ですから、「2段がまえ」が

大事、検診が必要なのです。



1 cm以下のがんは診断が




